
埼玉西部消防局の令和元年度における山岳救助件数は、３０件であり、埼玉西部消防局山岳救助

隊が発足した平成２６年度以来、過去最多となっています。

発生日 場所 事故内容 年齢 性別 負傷程度

12月15日 棒ノ嶺 登山中に意識消失 6０代 男性 中等症

12月24日 蕨山 道迷い ６０代 女性 無 事

12月29日 大蔵山 ４ｍ滑落し、上腕負傷 7０代 女性 中等症

2月2日 金比羅山 ５ｍ滑落し、頭部負傷 7０代 男性 軽 症

2月11日 天覚山 道迷い 8０代 男性 無 事

３月１５日 天覚山 ２ｍ滑落し、頭部負傷 ６０代 男性 中等症

３月１５日 槙ノ尾山 道迷い ６ｍ滑落し、頭部負傷 ４０代・１０代 男性 軽症・無事
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①事前にルート確認をしっかりと

道迷いを防ぐためには、事前のルート確認を怠って

はいけません。目印になるものや、道迷いしやすい

ポイントをチェックします。地形図で周囲の状況と

所要時間をイメージしておくことも必要です。

②こまめに現在地を確認

自分が今どこにいるのか、現在地の確認は非常に

重要です。いつ、どこを通ったのかが正確に記録でき

ていれば、迷い始めの段階で違和感に早く気付くこと

ができます。

③後ろを振り返って景色を記憶しておく

来た道を引き返すことは意外と難しいものです。

前を見たときの景色と逆向きの景色を確認しておく

と、引き返すときに役立ちます。



いざという時に、役に立つのが「登山届け」です。消防・警察の山岳救助隊は、

提出された登山届けの情報をもとに、捜索活動を行います。登山届けは、登山口に

設置してあるポストや、埼玉県警察のホームページからも提出できます。また、家

族や身近な人に渡しておくだけでも大きな情報源となります。

救助要請する前に知っておくこと

救助要請の基準は自力下山の可否

救助要請は、怪我や病気、道迷いなどにより｢自力での下山が不可能、あるいは非常に困難

となったとき｣に行います。特に注意しなければならないのが道迷いです。｢安易な救助要請は

いけない｣や｢自分でなんとかしなくては｣と思って行動すると日没を迎えたり、体力が底をつ

き動けなくなってしまいます。自分では解決できないと思ったら早めに通報してください。

｢山岳事故｣とはっきり伝える

最初に｢火事ですか、救急ですか｣と聞かれますから、市街地での事故と区別するためにも、

必ず｢山岳事故です｣と答えてください。さらに救助が必要な状況（怪我をして動けない、道に

迷ってしまった）を伝えてください。通報は消防でも警察でもかまいません。

救助要請は｢六何の原則｣で

｢いつ、どこで、だれが、何を、なぜ、いかに｣という六何の原則に従って状況の説明をして

ください。救助要請でいえば、事故発生日時、事故発生場所、遭難者の氏名や情報、どんな事

故か、なぜおきたのか、現在どのような状況かを伝えてください。



登 山 計 画 書

グループ名

フリガナ

代表者氏名

住所

自宅電話番号

携帯電話番号

登行山名（域）

登山目的

登山開始時間

下山予定時間

日 付 登山ルート

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

同行者氏名 年齢 住所 緊急時連絡先（携帯電話）

携 行 品

□地図 □コンパス □テント □ツエルト □雨具 □ヘッドライト □非常食

□救急用品 □ラジオ □コンロ □その他（ ）

交通機関
行き

帰り

自家用車 車種 ナンバー 駐車場所

備 考


